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写真１：研修会状況 

「６月度研修会」の報告について 
 

修習技術者支援実行委員会 委員補佐 
   木下遥 技術士補(電気電子部門) 

 
１．研修会／先端研概要 

日 時 平成 21 年 6 月 13 日（土） 
13：00〜20：00 

主 催 社団法人日本技術士会 
  修習技術者支援実行委員会 

会 場 虎ノ門パストラル新館５階 
「オーク」 

（懇親会:葺手ビル 5 階 CD 会議室） 
 

２．研修会／先端研の構成 
開催説明・講師紹介 13:00～13:10 

修習技術者支援実行委員会 津上昌平 

講演①「社会へのアクセス手法－

技術士としての基本的な考え方」 

13:10～14:00 

(株)佐々木技術士事務所  

技術士〔環境部門〕 

佐々木克典 

講演②「独立心と安定感、自己矛

盾と非凡な技術者に捧げる”ブ

ランディング・プレゼンテーショ

ン」 

14:00～16:00 

(株）エスティエスラーニング  片山毅 

第 269 回先端複合技術研究会 

司会 

16:00～18:00 
小林守 

懇親会 18:30～20:00 
 
３．研修会の参加者 
今回の研修会の参加者は 39 名であった。

22 歳～61 歳までの幅広い年齢層の方々がご

参加下さり、平均年齢は 38.6 歳であった。

参加者の年齢構成を図 1 に示す。 
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図 1：参加者の年齢構成 

また、今回は JABEE 認定課程修了者 3 名

の参加があった。徐々にではあるが JABEE
認定課程修了者の参加が増えていることか

ら、JABEE 生の間で技術士制度の認知が進

んできているのではないかと考えられる。 
参加者の部門別割合を図 2 に示す。特に参

加者が多いのは建設、機械、電気電子、環境

部門であるものの、幅広い部門からの参加者

があることが分かる。 
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図 2：参加者の部門 

 
４．研修会状況について 
 今回は葺手ビルではなく、虎ノ門パストラ

ルにて研修会を行った。会場は、3 人がけテ

ーブルの両端が全て埋まるほどの盛況とな

った。

 

¨ 講演１について 

佐々木講師の演題は「社会へのアクセス手

法」であるが、単に社会へアクセスする方法

だけでなく、技術士としての心構え全般のお

話であり大変興味深かった。 
特に興味深かったのは、「いつも、『何のた

めに』『どのような結果に結びつくか』とい

うことを考えながら仕事をしてきた」という

お話。佐々木講師ははじめ就かれた仕事はあ
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まり好きではなかったとのこと。しかし、「自

分の今やっている仕事はなぜ必要なのか」

「どのような結果に結びつくのか」とより広

い視野で目的意識を持って仕事を行うよう

にしたところ、求められた以上の仕事をする

ことができ、それをきっかけに独立されたそ

うである。 
ともすれば技術者は自分の狭い専門分野に

引きこもりがちになってしまうが、自分の行

っている仕事が社会全体でどのような位置

づけであるのか、自分が仕事を行うことによ

って社会がどう変わるのかを常に考えなが

ら仕事をすることが大切であると感じた。 
 その他にも、タイムマネジメントの話、対

人関係の話等大変勉強になった。自身の仕事

についてのお話は、化学分析のかなり専門的

な内容であったが、専門外の人にも分かりや

すいようお話下さり大変興味が持てた。 

 
写真２：佐々木講師 

¨ 講演２について 

片山講師からは、プレゼンテーション方法

についての講演があった。この講演は、受講

生のプレゼンをビデオに撮り、ビデオを再生

しながら講師がアドバイスを行うという双

方向の講義であった。 
まず前半、片山講師からプレゼンで気をつ

ける事項についての説明が行われた。その後

休憩を挟み、後半は受講生代表として矢部委

員補佐がプレゼンを行い、それについてのコ

メントを頂いた。 
かなり突っ込んだアドバイスを頂いたが

どれも「なるほど」と思うアドバイスばかり

であり、目から鱗であった。片山講師から頂

いた、「プレゼンで大切なのは表面的なテク

ニックのうまさではなく、いかに相手の立場

に立って、相手に信頼されるような提案をす

るかである」というアドバイスを今後のプレ

ゼンに生かせるようにしたい。 

 

 

 
写真４：矢部委員補佐のプレゼン 

 
５．先端複合研究会 
先端複合研究会では、橋本恵子氏、安間由

倫氏、山本宗生氏の 3 名が発表された。 
橋本氏は企業機密の関係で業務内容が発

表できないとのことなので、「分子標的癌治

療薬」について独自に調べたことを発表され

た。「業務内容が発表できないからといって

発表をやめるのでなく、何とか発表内容を探

し出す姿勢が大変すばらしい」と小林副委員

長が絶賛していた。 
安間氏は｢外壁タイル剥落防止性能の工場

対策｣と題して発表された。写真や図を多用

した分かりやすいプレゼンであり、受講者か

ら多くの質問が飛び出していた。 
山本氏は「映像監視システムの 新動向」

と題して業務内容について発表された。専門

外の人が見ても分かりやすいよう、基礎的な

部分から丁寧に説明されていたのが印象的

だった。 
 

６．懇親会 
場所を替え、:葺手ビル CD 会議室にて懇

親会を行った。多くの方がご参加下さり、

講師に講演中に行いきれなかった質問を

する、他の技術分野の方と名刺交換を行い

交流を深めるなど大変盛り上がった。 
以上 

写真３：片山講師 


